
定例記者懇談会 資料№９ 

平成 28年 8月 24日 

産業経済部観光交流課 

0548-53-2623 

 
海水浴場等の入込状況について 

 
  

本年は梅雨明けが平年より３日早く、海の日の三連休も天候に恵まれ、波が穏やか

な日が長期間続いたことから、順調に入込客が増加しました。ただ、８月初めとお盆

時期の数日間の台風の影響による減少のため入込が伸び悩んでしまった。 

 

記 

１ 入込状況  

(1)海水浴場入込客数 

年 度 合 計 静 波 相 良 

平成 28年度 
昨年度の 5%程度増の見込み 

＊入込客数は、8/31閉場式の際、公表予定 

平成 27年度 537千年 372千人 165千人 

平成 26年度 378千人 266千人 112千人 

<増加の要因> 

① 夏季期間を通じて、天候や波に恵まれ、例年に比べて遊泳禁止日が少なか

った。 

② ７月当初から海の日の三連休を含め８月初めまで、台風の襲来がなく、遊

泳禁止もなかった。 

   

(2)海水浴場市営駐車場駐車台数（＊大型・二輪車含む） 

年 度 合 計 静 波 相 良 

平成 28年度 16,030台 12,202台 3,828台 

平成 27年度 15,474台 11,385台 4,089台 

平成 26年度 9,707台 7,132台 2,575台 

 

(3)海水浴場駐車場市民無料利用券利用枚数 

年 度 合 計 静 波 相 良 

平成 28年度 808枚 630枚 178枚 

平成 27年度 572枚 443枚 129枚 

 




